
　　　　　           　　　　          役場の出来事、話題をお届けします。

（８）

　明和管内（斗合田から大輪地先まで）の利

根川河川敷枯草焼却が、町消防団員や明和分

署職員等により２月１２日に行われました。

　午前９時に各分団に分かれて一斉に焼却が

開始されると、瞬く間に燃え広がり、河川敷

の至る所で煙が立ち昇りました。枯草焼却は

消防団員らの監視のもと管内河川敷の広範囲

を焼却し正午ごろまで行われました。

　枯草焼却は、空気が乾燥するこの時期に数

多く発生する枯草火災を未然に防止するため

に、事前に焼却を行い火災発生を防ぐ予防消

防の一環として毎年行われております。枯草

火災が一度発生すると、広範囲に拡大してし

まう恐れがありますので、乾燥が続くこの季

節は皆さんも防火に心掛けましょう。

枯草火災を防ぐため
利根川河川敷枯草焼却
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５
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Ｈ
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収
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収
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瞬く間に燃え広がる枯草

　
２
月
９
日
、
第
８
回
少
年
立
春

式
が
ふ
る
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文
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か
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決意を述べる田口さん

ＮＨＫレポーターにキュウリの説明をする野本さん

キュウリ料理に取り組む皆さん


